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6
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

安 藤 忠 明
（公　明　党）

●巨大地震と危機管理について
・公共施設について
・通学路の安全について

大 矢 一 夫
（民政クラブ）

・新市民会館周辺の道路整備について
●学童の検診について

詫 間 　 茂
（民政クラブ）

・元気な高齢者を増やす具体的な方策について
・市街地のトイレ、市街地・公園等のベンチの

設置について
・ホームページについて
●ワンコイン健康診断について

立 石 隆 男
（民政クラブ） ●生活保護制度について

黒川健太郎
（民政クラブ）

●平成２３年度の決算状況について
・競輪事業について
・市の防災対策強化について

大久保隆敏
（市民クラブ） ●大谷池のハザードマップの公表について

大 平 直 昭
（民政クラブ）

・こども園推進について
●市役所の休日開庁について

安 藤 清 高
（日本共産党）

・通学路の安全確保について
●消防団について
・救急車の運行について
・ため池の防災について

井 上 浩 司
（民政クラブ） ●合併処理浄化槽設置補助について

石 山 秀 和
（公　明　党）

●住宅耐震診断及び耐震工事について
・自治体の財源調達について
・老朽化した社会資本整備について
・市有施設の節電対策について

大 賀 正 三
（民政クラブ）

●市内における県要望道路事業等の進捗状況に
ついて

篠 原 重 寿
（社会民主党）

・障害者の就労について
・新市民会館について
●学校給食について

安 藤 康 次
（民政クラブ）

・統合教育施設について
●新市民会館建設について

友 枝 俊 陽
（市民フォーラム）

●公園整備と安全対策について
・就学指導について

高 橋 照 雄
（無　所　属）

●防災について
・生活保護について

五 味 伸 亮
（市民フォーラム）

・フェイスブックの活用と導入について
●国語力の強化と心の育成について

伊 丹 準 二
（民政クラブ）

●危機管理について
・公共施設整備について

６月定例会の主な内容

８日招集・会期１９日間
一般会計補正予算など原案可決

　平成２４年第２回定例会が６月８日招集され、

２６日までの１９日間の会期で開かれました。

　歳入・歳出予算の総額に６，８６４万１千円を

追加し総額を２４３億５，８６４万１千円とする一

般会計補正予算のほか１３議案が提出され、議

案の提案理由の説明がありました。

　１４・１５日の２日間一般質問が行われ、市当

局の考えをただしました。

　議案は初日に同意された１議案を除く１３議

案が常任委員会に付託され、１８日から２０日に

かけて慎重に審議が行われました。

　本会議では、各常任委員会の委員長から付

託された議案や陳情の審議結果の報告があり、

それぞれについて採決を行いました。

　なお、議案および陳情の審議結果は、１３ペ

ージ「審議した議案等とその結果」のとおり

です。

一般質問項目表個人質問

●印については、質問と答弁の内容を次ページ以降に掲載しています。

６月定例会で次のとおり
委員の選任に同意しました

○ 人権擁護委員　 畑須美子　　豊浜町

　　　　　　　　西山　節子　　出作町
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６
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

議
会
だ
よ
り

増
減
は
あ
る
が
、
最
近
で
は
高

齢
者
世
帯
が
増
加
傾
向
と
な
っ

た
。
減
少
対
策
に
つ
い
て
は
、

就
労
支
援
、
子
女
へ
の
就
学
支

援
、
他
法
他
施
策
利
用
を
検
討

し
、
自
立
支
援
を
進
め
て
い
る
。

　
　
　平
成
２３
年
度
の
収
支
決

算
は
５
月
３１
日
を
も
っ
て
出
納

閉
鎖
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
一
般

会
計
お
よ
び
特
別
会
計
の
決
算

状
況
を
伺
う
。
ま
た
、
今
回
の

決
算
状
況
を
踏
ま
え
て
の
今
後

の
財
政
運
営
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　一
般
会
計
の
決
算
状
況

は
、
歳
入
総
額
が
２
４
９
億
５
、

４
１
１
万
５
、
０
０
０
円
、
歳

出
総
額
は
２
４
１
億
６
、
７
２

４
万
８
、
０
０
０
円
で
あ
り
形

式
収
支
は
７
億
８
、
６
８
６
万

７
、
０
０
０
円
の
黒
字
で
あ
る
。

こ
の
形
式
収
支
か
ら
翌
年
度
へ

繰
り
越
す
べ
き
財
源
の
５
、
２

８
９
万
３
、
０
０
０
円
を
差
し

引
い
た
実
質
収
支
は
、
７
億
３
、

３
９
７
万
４
、
０
０
０
円
の
黒

字
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
特

別
会
計
に
つ
い
て
も
昨
年
度
同

様
、
す
べ
て
が
黒
字
決
算
で
あ

る
。
今
後
に
お
い
て
も
、
財
政

指
標
や
健
全
化
判
断
比
率
の
４

で
あ
り
、
平
成
１３
年
の
芸
予
地

震
と
阪
神
大
震
災
で
は
震
度
４

で
あ
っ
た
。
南
海
地
震
は
３０
年

以
内
に
６０
％
の
発
生
確
率
で
あ

る
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
家

屋
の
耐
震
補
強
や
家
具
の
転
倒

防
止
措
置
、
ま
た
、
自
主
防
災

組
織
の
活
性
化
な
ど
で
、
地
震

に
対
す
る
備
え
を
お
願
い
し
た

い
。　

　
　検
診
お
よ
び
メ
タ
ボ
や
、

や
せ
の
対
策
は
。
ま
た
、
医
師

な
ど
の
専
門
家
を
含
め
た
話
し

合
う
場
が
必
要
で
は
。

　
　
　学
校
保
健
安
全
法
に
基

づ
き
毎
年
１
回
年
度
初
め
に
内

科
、
眼
科
、
歯
科
、
耳
鼻
科
の

４
種
類
の
検
診
を
実
施
、
生
活

習
慣
病
に
つ
い
て
は
小
学
校
５

年
生
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
。

メ
タ
ボ
防
止
に
お
け
る
妊
娠
時

か
ら
の
対
応
策
は
母
親
が
妊
娠

前
や
受
精
時
に
痩
せ
て
い
る
と
、

低
出
生
体
重
児
を
出
産
し
た
り
、

早
産
や
切
迫
早
産
や
胎
児
に
生

活
習
慣
病
素
因
の
形
成
な
ど
リ

ス
ク
が
高
く
な
り
、
肥
満
児
に

な
り
や
す
い
と
統
計
な
ど
の
結

果
に
よ
り
考
え
ら
れ
て
い
る
の

で
妊
娠
届
時
に
保
健
師
な
ど
に

よ
る
保
健
指
導
、
妊
娠
中
の
栄

養
の
摂
り
方
に
つ
い
て
も
管
理

栄
養
士
に
よ
る
電
話
相
談
な
ど

を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
出

産
後
は
よ
り
い
っ
そ
う
母
乳
保

育
や
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
推
進
、

毎
月
実
施
し
て
い
る
離
乳
食
講

習
会
を
充
実
し
、
育
児
に
よ
る

生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
を
少
し

で
も
軽
減
し
た
い
。

　健
康
増
進
計
画
の
中
で
も
問

題
提
起
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　最
近
、
都
会
で
は
５
０

０
円
で
簡
単
な
健
康
診
断
が
ス

ー
パ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ
、
街
中
な

ど
で
気
軽
に
受
け
ら
れ
る
サ
ー

ビ
ス
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
一

方
、
市
の
特
定
健
診
の
受
診
率

は
こ
こ
十
数
年
３０
％
前
後
と
低

い
状
況
に
あ
る
。
こ
う
い
う
状

況
を
打
破
し
健
康
寿
命
を
延
ば

す
た
め
に
も
補
助
手
段
と
し
て

の
ワ
ン
コ
イ
ン
健
診
の
よ
う
な
、

だ
れ
で
も
簡
単
に
受
け
ら
れ
る

も
の
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
を

伺
う
。

　
　
　ワ
ン
コ
イ
ン
健
診
は
、

市
民
の
補
足
的
健
診
と
し
て
は
、

良
い
と
思
わ
れ
る
が
、
市
と
し

て
は
、
国
の
制
度
や
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
準
じ
た
健
康
の
受
診
率
ア

ッ
プ
や
健
診
後
の
フ
ォ
ロ
ー
体

制
を
充
実
し
、
よ
り
効
果
的
な

健
診
を
進
め
て
い
き
た
い
。
民

間
の
健
診
シ
ョ
ッ
プ
な
の
で
、

今
後
、
県
内
の
状
況
を
見
て
い

き
た
い
。

　
　
　本
市
の
生
活
保
護
制
度

の
適
用
状
況
に
つ
い
て
①
昨
年

度
の
受
給
者
数
②
調
査
の
方
法

③
申
請
時
の
生
活
状
況
④
昨
年

度
の
自
立
者
数
⑤
合
併
以
後
の

状
況
以
上
５
点
に
つ
い
て
、
当

局
の
考
え
を
伺
う
。
ま
た
、
生

活
保
護
受
給
者
減
少
対
策
に
つ

い
て
の
考
え
方
を
伺
う
。

　最
後
に
、
支
援
だ
け
で
な
く

雇
用
の
創
出
を
促
す
施
策
を
お

願
い
す
る
。

　
　
　①
２
０
２
世
帯
２
５
５

人
が
受
給
し
、
前
年
度
よ
り
１７

世
帯
１８
人
増
加
②
聞
き
取
り
調

査
や
各
種
条
件
の
調
査
を
行
い
、

国
の
基
準
に
基
づ
き
判
断
。
ま

た
、
毎
年
受
給
者
の
状
況
も
調

査
し
て
い
る
③
無
年
金
者
や
年

金
額
の
少
な
い
方
、
育
児
や
障

害
な
ど
に
よ
り
就
労
で
き
な
い

方
で
あ
る
④
昨
年
度
４
世
帯
４

人
が
自
立
⑤
年
度
に
よ
っ
て
、

２
３
９
人
か
ら
２
５
５
人
と
、

　
　
　内
閣
府
が
３
月
末
に
発

表
し
た
南
海
ト
ラ
フ
で
の
巨
大

地
震
予
想
を
、
市
民
の
わ
れ
わ

れ
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
る

べ
き
な
の
か
。

　
　
　内
閣
府
の
発
表
内
容
に

は
国
中
が
驚
き
と
不
安
の
声
を

あ
げ
た
。
本
市
の
最
大
震
度
は

７
で
あ
り
、
最
大
津
波
水
位
は

３
・
５
ｍ
で
あ
る
。
た
だ
し
震

源
の
場
所
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま

に
変
わ
る
こ
と
も
知
っ
て
お
く

べ
き
で
あ
る
。
過
去
の
本
市
を

調
べ
て
も
、
震
度
７
の
地
震
に

襲
わ
れ
た
こ
と
は
記
録
か
ら
も

あ
り
ま
せ
ん
し
、
津
波
に
つ
い

て
も
同
様
で
あ
る
。
主
た
る
地

震
に
つ
い
て
は
、
平
成
１２
年
の

鳥
取
西
部
地
震
と
、
昭
和
２１
年

の
昭
和
南
海
地
震
で
は
震
度
５

答
弁

質
問

　
  質 

問
答
弁

と

個
人
質
問

安
藤　

忠
明

巨
大
地
震
と
危
機
管
理
に
つ
い
て

大
矢　

一
夫

詫
間 　

茂

学
童
の
検
診
に
つ
い
て

ワ
ン
コ
イ
ン
健
康
診
断
に
つ
い
て

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

立
石
隆
男

生
活
保
護
制
度
に
つ
い
て

質
問

黒
川
健
太
郎

平
成
２３
年
度
の
決
算
状
況
に
つ
い
て

質
問

答
弁
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6
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

　
　
　市
は
住
宅
耐
震
診
断
お

よ
び
住
宅
耐
震
工
事
に
対
し
て

県
と
共
同
で
助
成
事
業
を
昨
年

よ
り
行
っ
て
い
る
。
３
月
議
会

で
も
申
し
込
み
状
況
に
つ
い
て

質
問
も
出
さ
れ
た
が
、
現
状
に

つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
昭
和
５６

年
５
月
以
前
の
木
造
家
屋
は
相

当
数
あ
る
と
思
う
。
申
し
込
み

数
が
少
な
い
理
由
と
し
て
、
改

修
費
用
が
相
当
額
に
な
る
た
め

決
断
が
で
き
な
い
と
の
声
も

多
々
聞
く
。
そ
こ
で
、
市
独
自

の
「
耐
震
工
事
へ
の
助
成
制

度
」
を
創
設
す
る
こ
と
を
提
案

す
る
。

　
　
　２
０
１
１
年
度
の
実
績

は
耐
震
診
断
１７
件
、
耐
震
改
修

６
件
。
本
年
は
啓
発
事
業
に
重

点
を
置
き
、
９
月
～
１１
月
市
内

公
民
館
１７
カ
所
で
説
明
会
を
開

催
す
る
。
市
独
自
の
補
助
制
度

に
関
し
て
は
国
、
県
、
他
市
の

動
向
を
見
て
検
討
す
る
。

　
　
　本
市
に
お
い
て
、
年
度

末
・
年
度
初
め
の
日
曜
日
に
つ

い
て
は
開
庁
し
て
い
る
が
、
年

間
通
し
て
の
休
日
開
庁
の
要
望

も
あ
る
。
全
国
で
は
、
月
一
回
、

月
二
回
の
休
日
開
庁
を
実
施
し

て
い
る
自
治
体
が
い
く
つ
か
あ

る
。
市
民
の
ニ
ー
ズ
、
他
市
の

状
況
を
踏
ま
え
、
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
か
と
思
う
が
。

　
　
　窓
口
利
用
者
の
変
動
が

あ
る
こ
と
、
ま
た
、
人
件
費
、

光
熱
水
費
な
ど
コ
ス
ト
の
増
大

や
電
算
セ
ン
タ
ー
の
追
加
稼
働

な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
た
だ
ち

に
年
間
通
じ
て
の
休
日
開
庁
の

実
施
は
難
し
い
。
多
数
の
利
用

者
が
見
込
ま
れ
る
年
度
末
、
年

度
初
め
の
日
曜
日
開
庁
を
引
き

続
き
実
施
し
て
い
く
。
今
後
、

休
日
開
庁
へ
の
ニ
ー
ズ
の
高
ま

り
や
、
他
市
の
状
況
を
踏
ま
え

つ
つ
、
新
庁
舎
へ
移
行
し
た
後

の
課
題
と
し
て
、
検
討
し
て
い

き
た
い
。
な
お
、
電
話
予
約
に

よ
り
各
種
証
明
書
を
時
間
外
に

交
付
す
る
制
度
を
設
け
て
い
る

の
で
、
同
制
度
の
利
用
促
進
を

含
め
、
総
合
的
に
市
民
の
利
便

性
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　市
の
条
例
で
定
め
て
い

る
消
防
団
は
、
地
域
住
民
が
市

の
非
常
勤
公
務
員
と
し
て
半
ば

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
組
織
さ
れ
て

い
る
消
防
機
関
で
あ
る
。
東
日

本
大
震
災
を
受
け
て
の
教
訓
と

し
て
消
防
団
の
活
動
、
役
割
は

大
変
重
要
で
あ
る
こ
と
が
改
め

て
認
識
さ
れ
た
。
消
防
団
員
の

処
遇
改
善
や
制
度
の
見
直
し
に

つ
い
て
伺
う
。

◎
消
防
団
員
の
確
保
に
つ
い
て

は
現
在
１５
名
の
欠
員
が
生
じ

て
い
る
。
団
員
募
集
の
ポ
ス

タ
ー
を
地
区
公
民
館
へ
配
布

し
、
団
員
の
確
保
に
努
め
て

い
く
。

◎
団
員
の
年
間
報
酬
は
、
他
市

の
状
況
・
市
の
財
政
状
況
を

勘
案
す
る
中
で
今
後
の
検
討

課
題
と
す
る
。
活
動
中
の
負

傷
な
ど
の
場
合
は
、
規
定
に

基
づ
き
各
種
の
損
害
補
償
で

対
応
す
る
。

◎
消
防
ポ
ン
プ
車
は
、
定
期
的

に
更
新
し
て
い
る
。
屯
所
の

新
築
、
改
築
は
計
画
的
に
進

め
て
い
く
。

　
　
　下
水
道
法
に
よ
る
公
共

下
水
道
の
許
可
を
受
け
た
区
域

内
で
、
い
ま
だ
下
水
道
管
が
敷

設
さ
れ
て
い
な
い
場
所
で
は
、

合
併
浄
化
槽
設
置
の
補
助
を
も

ら
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

い
か
が
お
考
え
か
。

　
　
　浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

補
助
金
は
、
公
共
下
水
道
の
生

活
排
水
処
理
施
設
整
備
事
業
の

認
可
を
受
け
た
区
域
以
外
の
地

域
と
な
っ
て
い
る
。

　現
実
と
し
て
当
分
の
間
、
下

水
道
事
業
計
画
区
域
内
で
あ
っ

て
、
事
業
実
施
が
見
込
ま
れ
な

い
地
域
に
つ
い
て
は
、
補
助
金

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
見
直
し

が
必
要
で
な
い
か
と
考
え
て
お

り
、
関
係
部
課
で
見
直
し
を
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　本
年
度
の
早
い
時
期
の
実
施

に
向
け
、
現
在
関
係
部
課
で
対

象
と
す
る
地
域
や
実
施
時
期
・

補
助
金
額
な
ど
に
つ
い
て
、
検

討
中
で
あ
る
。
ま
た
、
一
定
期

間
、
過
去
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
設

置
に
対
す
る
補
助
の
見
直
し
も
、

本
年
度
事
業
実
施
分
か
ら
適
用

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

指
標
に
十
分
留
意
し
健
全
な
財

政
運
営
に
努
め
、
公
共
施
設
整

備
な
ど
の
主
要
事
業
に
取
り
組

む
。　

　
　大
谷
池
の
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
の
公
表
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、

防
災
意
識
の
向
上
と
危
険
カ
所

や
避
難
場
所
を
個
々
が
確
認
す

る
こ
と
に
よ
り
、
被
害
の
回
避

と
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

し
て
い
る
。
昨
年
度
大
谷
池
を

モ
デ
ル
た
め
池
と
し
て
マ
ッ
プ

を
作
成
す
る
こ
と
と
し
て
い
た

が
、
こ
と
し
３
月
末
日
の
内
閣

府
に
よ
る
報
告
に
よ
り
本
市
の

予
想
震
度
が
「
７
」
と
い
う
高

い
レ
ベ
ル
に
上
が
っ
た
た
め
、

大
谷
池
以
外
の
大
規
模
た
め
池

に
お
い
て
も
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
作
成
を
す
る
こ
と
と
し
た
。

大
谷
池
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

公
表
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ

け
早
く
自
治
会
、
土
地
改
良
区
、

消
防
団
な
ど
地
元
関
係
者
の
代

表
を
通
し
て
、
住
民
皆
さ
ん
の

不
安
や
憶
測
な
ど
を
少
し
で
も

な
く
す
よ
う
、
正
確
な
情
報
を

伝
え
た
い
と
考
え
て
い
る
。

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

石
山　

秀
和

住
宅
耐
震
診
断
及
び

　
　
　
　
耐
震
工
事
に
つ
い
て

質
問

答
弁

安
藤　

清
高

消
防
団
に
つ
い
て

質
問

質
問

井
上　

浩
司

合
併
処
理
浄
化
槽

　
　
　
　
設
置
補
助
に
つ
い
て

質
問

大
平　

直
昭

市
役
所
の
休
日
開
庁
に
つ
い
て

大
久
保
隆
敏

質
問

大
谷
池
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

公
表
に
つ
い
て
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６
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

議
会
だ
よ
り

　
　
　市
街
地
か
ら
大
野
原
町

へ
の
重
要
な
幹
線
道
路
で
あ
る

県
道
観
音
寺
佐
野
線
の
十
三
塚

か
ら
黒
渕
間
は
片
側
一
車
線
で

道
路
幅
員
も
狭
く
歩
道
も
整
備

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
通

勤
、
通
学
者
に
大
変
危
険
な
状

況
で
あ
る
。
一
日
も
早
い
道
路

拡
幅
お
よ
び
自
転
車
歩
行
者
道

の
整
備
を
強
く
要
望
し
て
き
た

が
、
現
在
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　
　県
道
観
音
寺
佐
野
線
は

本
市
と
徳
島
県
三
好
市
の
地
域

間
交
流
に
お
い
て
大
変
重
要
な

幹
線
道
路
で
あ
る
。
特
に
朝
夕

は
交
通
量
も
多
く
通
学
の
自
転

車
も
含
め
、
大
変
混
雑
し
て
い

る
。
こ
の
区
間
は
、
一
部
を
除

き
歩
道
が
未
整
備
の
た
め
、
通

勤
通
学
時
間
帯
で
は
、
自
転
車

で
の
生
徒
が
大
変
危
険
な
状
況

で
あ
り
、
近
隣
の
小
学
校
は
通

学
路
の
選
定
に
苦
慮
し
て
い
る
。

本
市
と
し
て
こ
れ
ま
で
県
に
歩

道
整
備
を
強
く
要
望
し
て
き
た

と
こ
ろ
、
平
成
２３
年
度
か
ら

「
交
通
安
全
施
設
整
備
事
業
」
と

し
て
着
手
。
平
成
２９
年
度
を
完

成
目
標
と
し
て
実
施
中
で
あ
る
。

大
賀　

正
三

市
内
に
お
け
る
県
要
望
道
路
事
業
等
の

　
　
　
　
　
　
　
進
捗
状
況
に
つ
い
て

質
問

　
　
　①
調
理
の
民
間
委
託
に

つ
い
て
、
保
護
者
の
意
見
は
、

「
説
明
会
（
一
月
実
施
）
へ
の

案
内
や
、
内
容
に
つ
い
て
メ
リ

ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
も
示
さ
れ

て
お
ら
ず
、
判
断
で
き
な
い
。」

と
の
声
。
市
と
し
て
、
丁
寧
な

対
応
が
必
要
で
は
。
②
大
規
模

災
害
時
の
炊
き
出
し
業
務
へ
の

対
応
や
、
ア
レ
ル
ギ
ー
食
の
対

応
は
委
託
後
も
引
き
継
ぐ
の
か
。

③
調
理
員
と
児
童
、
保
護
者
と

の
料
理
講
習
会
を
通
じ
て
の
交

流
は
委
託
後
も
継
続
と
な
る
の

か
。　

　
　①
保
護
者
等
へ
の
説
明

文
、
三
月
の
市
広
報
紙
な
ど
で
、

理
解
は
得
ら
れ
た
と
考
え
て
い

る
。
改
め
て
説
明
会
は
考
え
て

い
な
い
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
周
知
す
る
。
②
災
害
時
の
対

応
は
市
の
地
域
防
災
計
画
に
含

ま
れ
て
い
る
。
委
託
業
者
の
協

力
要
請
は
、
今
後
検
討
し
て
い

き
た
い
。
ア
レ
ル
ギ
ー
食
に
つ

い
て
は
責
任
者
を
配
置
し
、
引

き
続
き
対
応
す
る
。
③
食
育
の

取
り
組
み
と
理
解
し
て
お
り
、

料
理
講
習
会
な
ど
、
要
望
が
あ

れ
ば
引
き
続
き
実
施
で
き
る
よ

う
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　事
業
の
財
源
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
合
併
特
例
債
を

使
う
と
し
て
い
た
が
、
有
利
な

特
例
債
と
い
え
ど
も
、
今
後
の

地
方
債
の
適
正
な
借
り
入
れ
に

つ
い
て
は
十
分
考
慮
す
る
必
要

が
あ
り
、
長
期
的
な
財
政
負
担

の
バ
ラ
ン
ス
の
観
点
か
ら
、
観

音
寺
市
都
市
再
生
整
備
計
画
に

基
づ
く
、
社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金
制
度
を
活
用
し
、
一
般

財
源
の
支
出
お
よ
び
地
方
債
の

借
り
入
れ
を
抑
制
す
る
と
あ
る
。

特
例
債
と
併
用
し
て
補
助
金
が

使
え
る
の
か
。

　
　
　新
市
民
会
館
の
建
設
は
、

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事

業
に
お
け
る
都
市
再
生
整
備
計

画
で
行
う
。
事
業
費
は
、
国
の

交
付
金
交
付
要
綱
に
基
づ
く
限

度
額
の
８
億
４
千
万
円
の
国
庫

補
助
を
充
当
し
、
残
り
の
一
般

財
源
部
分
を
、
特
例
債
を
使
っ

て
事
業
実
施
す
る
。
駐
車
場
整

備
は
、
事
業
費
の
４
分
の
１
に

対
し
補
助
率
４０
％
、
そ
の
他
の

基
幹
事
業
は
、
補
助
率
４０
％
の

国
庫
補
助
金
を
充
当
し
て
実
施

す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
般
財
源

お
よ
び
特
例
債
を
抑
制
す
る
。

　
　
　市
内
の
公
園
に
は
多
数

の
遊
具
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

近
年
、
遊
具
か
ら
の
落
下
防
止

対
策
が
強
化
さ
れ
、
県
下
で
は

多
く
の
公
園
で
落
下
防
止
ネ
ッ

ト
の
設
置
や
落
下
時
の
衝
撃
吸

収
マ
ッ
ト
の
設
置
が
進
ん
で
い

る
が
、
本
市
の
整
備
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。
総
合
運

動
公
園
の
遊
具
は
、
ア
ス
レ
チ

ッ
ク
を
は
じ
め
鉄
製
の
遊
具
な

ど
全
て
が
老
朽
化
し
て
い
る
。

子
ど
も
達
が
安
心
し
て
遊
べ
る

新
基
準
の
安
全
性
に
優
れ
た
遊

具
の
整
備
設
置
を
行
っ
て
は
ど

う
か
。

　
　
　市
内
の
都
市
公
園
な
ど

に
お
い
て
遊
具
の
安
全
点
検
を

実
施
し
な
が
ら
維
持
管
理
に
努

め
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
新
基

準
を
ク
リ
ア
で
き
て
い
る
訳
で

は
な
い
。
今
後
、
重
大
な
事
故

に
つ
な
が
る
恐
れ
の
あ
る
遊
具

な
ど
は
新
基
準
に
基
づ
い
た
対

応
を
考
え
て
い
く
。
総
合
運
動

公
園
に
つ
い
て
は
施
設
の
長
寿

命
化
計
画
を
策
定
し
、
既
存
施

設
の
充
実
を
図
り
安
全
、
安
心

な
利
用
し
や
す
い
遊
具
な
ど
の

整
備
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　観
音
寺
市
地
域
防
災
計

画
は
災
害
対
策
基
本
法
第
４２
条

の
規
定
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
て

い
る
。
同
法
第
５
条
市
町
村
の

責
務
に
つ
い
て
「
防
災
に
関
す

る
計
画
を
作
成
し
、
法
令
に
基

づ
き
こ
れ
を
実
施
す
る
責
務
を

有
す
る
」
と
あ
る
。
第
８
条
に

は
防
災
上
の
配
慮
に
つ
い
て

「
国
、
地
方
公
共
団
体
は
そ
の

施
策
が
直
接
的
、
間
接
的
な
も

の
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
一
体

と
し
て
、
国
土
並
び
に
国
民
の

生
命
、
身
体
、
お
よ
び
財
産
の

災
害
を
な
く
す
る
こ
と
に
寄
与

す
る
こ
と
と
な
る
よ
う
に
意
を

用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

あ
る
。
現
在
、
本
市
の
ク
ラ
ボ

ウ
跡
地
は
地
域
防
災
計
画
で
は

地
震
、
津
波
に
よ
る
浸
水
予
想

地
で
あ
り
、
ま
た
、
液
状
化
危

険
度
の
高
い
地
域
に
接
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
防
災
上
の
問
題

点
を
解
消
せ
ず
、
教
育
施
設
を

建
設
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ

れ
は
災
害
対
策
基
本
法
の
精
神

に
抵
触
す
る
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
が
お
伺
い
す
る
。

　
　
　災
害
対
策
基
本
法
に
抵

触
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え

て
い
る
。

答
弁

友
枝　

俊
陽

公
園
整
備
と
安
全
対
策
に
つ
い
て

質
問

安
藤　

康
次

新
市
民
会
館
建
設
に
つ
い
て

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

篠
原　

重
寿

学
校
給
食
に
つ
い
て

質
問

高
橋　

照
雄

防
災
に
つ
い
て

質
問

答
弁
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6
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

　
　
　本
市
に
か
か
わ
る
市
章
、

名
称
、
役
職
名
お
よ
び
本
市
を

想
起
せ
し
め
る
名
称
…
ふ
る
さ

と
大
使
、
観
光
大
使
な
ど
の
使

用
状
況
に
つ
き
、
不
正
使
用
に

対
す
る
危
機
管
理
に
つ
い
て
質

問
す
る
。

　現
在
、
観
光
大
使
を
任
命
し

て
い
る
の
か
。
任
命
し
て
い
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
観
音
寺
市

観
光
大
使
と
称
す
る
名
刺
な
ど

の
流
布
が
あ
る
場
合
、
ど
の
よ

う
な
対
処
を
行
う
の
か
。
ま
た
、

そ
の
名
称
を
信
じ
た
第
３
者
が

存
在
す
る
場
合
、
ど
の
よ
う
な

結
果
責
任
が
生
じ
る
の
か
。
ま

た
、
本
市
に
か
か
わ
る
実
害
が

生
じ
た
場
合
の
対
処
は
い
か
が

お
考
え
で
す
か
。

　
　
　現
在
、
本
市
に
は
観
光

大
使
を
任
命
し
て
い
る
者
は
い

ま
せ
ん
。

　名
称
を
信
じ
た
第
３
者
が
い

た
場
合
、
現
状
に
て
の
対
応
は

で
き
ず
、
今
後
検
討
し
た
い
。

ま
た
、
本
市
に
か
か
る
実
害
が

生
じ
る
場
合
、
法
的
措
置
を
取

る
こ
と
と
な
る
。

議会の活性化および議員活動に活かすことを目的に、

下記の内容で先進地視察を実施しました。

平成２４年５月２１日（月）～２３日（水）

岐阜県　可
カ

児
ニ

市………文化創造センター「ａ
アーラ

ｌａ」

　大ホール（１０００席）などの設備面と７０％を

超える使用率向上を実現したノウハウを研修。

愛知県　北名古屋市…認知症予防事業

　思い出ふれあい回想法事業について研修

　高齢者を対象に、昔懐かしい生活スタイル

を体験し、語り合う事で気持ち（心）を元気

にし、医療費削減効果が表れている。

東京都　品川区………すまいるスクール

　全学年児童を対象とした放課後事業を通じ

て、学年を超えた縦割りの交流、地域のボラ

ンティアとの交流が体感できる。

東京都　足立区………おいしい給食推進事業

　区内１０８校において、それぞれの学校で栄養士を配置し、冷凍食品では

なく手づくりを基本に調理を実施。結果として、残菜率も大幅に減少。

委員長　安藤康次、副委員長　篠原重寿

委　員　大賀正三、大久保隆敏

　　　　原　俊博、大矢一夫

　　　　井上浩司、大平直昭

日　　時

場所・事項

参  加  者

　
　
　日
本
語
と
は
日
本
そ
の

も
の
で
、
国
語
を
教
え
る
こ
と

と
日
本
人
を
育
て
る
と
い
う
こ

と
は
同
意
で
あ
り
、
現
代
の
人

心
の
荒
廃
や
経
済
の
衰
退
の
原

因
は
、
国
語
力
の
低
下
と
大
和

言
葉
の
衰
退
に
あ
る
と
考
え
る
。

他
人
の
痛
み
を
自
分
の
痛
み
と

し
て
感
じ
る
心
、
美
的
感
受
性
、

物
の
哀
れ
、
家
族
愛
、
郷
土
愛

な
ど
、
情
緒
を
感
じ
る
本
来
の

日
本
人
の
心
を
育
て
る
意
味
で

も
、
そ
う
い
っ
た
気
概
を
持
っ

て
国
語
教
育
に
あ
た
っ
て
ほ
し

い
と
思
う
が
、
当
局
の
姿
勢
を

伺
う
。

　
　
　言
葉
の
教
育
は
心
の
教

育
で
も
あ
る
。
国
語
力
の
向
上
、

中
で
も
言
葉
の
教
育
の
更
な
る

推
進
に
向
け
て
、
研
修
機
会
な

ど
を
利
用
し
て
指
導
内
容
や
方

法
を
伝
え
、
各
校
で
の
指
導
の

充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
、

議
員
ご
提
案
の
大
和
言
葉
や
そ

の
世
界
の
一
端
に
児
童
生
徒
が

触
れ
る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

答
弁

答
弁

伊
丹　

準
二

危
機
管
理
に
つ
い
て

質
問

五
味　

伸
亮

国
語
力
の
強
化
と
心
の
育
成

に
つ
い
て

質
問

文教民生委員会の行政視察の報告

▲可児市文化創造センター「ａｌａ」

▲北名古屋市認知症予防（回想法）
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６
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

議
会
だ
よ
り

審 議 し た 議 案 等 と そ の 結 果
●第２回（６月）定例会

議会からのお知らせ
●次回の定例会は９月の予定です。本会議はだ

　れでも傍聴できます。

●本会議の録画映像をインターネット配信して

　います。いつでもご覧いただけますので、ご

　利用ください。

　http://www.city.kanonji.kagawa.jp/

　　

広 聴 広 報 委 員 会
皆さんのご意見・ご感想をお聞かせください。

◆委 員 長　篠 原 重 寿 　　　◆副委員長　石 山 秀 和

◆委　　員　西 山 正 勝 　　　◆委　　員　安 藤 清 高

◆　　〃　　　井 上 浩 司 　　　◆　　〃　　　大 平 直 昭

◆　　〃　　　安 藤 康 次 　　　◆　　〃　　　五 味 伸 亮

〒768-8601　観音寺市坂本町一丁目１番 1 号　
　　　　　　☎ 23－3913　FAX23－3914
　　　　　　Ｅメール gikai@city.kanonji.lg.jp

議会報告会のお礼

　市民のみなさまに、議会での審議内容や活動をより多くの方に知っていただくために、

５月１５日（火）～１８日（金）の４日間、豊田公民館・大野原中央公民館・豊浜中央公民館・市

民会館中ホールで、議会報告会を開催いたしました。

　また、市民のみなさまには大変お疲れのところご来場いただき、ありがとうございまし

た。４日間で２００人以上の多数の来場者があり、議員定数や災害についてなど、活発に意

見交換が行われました。

　また、会場でアンケート調査を実施いたしましたところ１５０件の提出があり、その中で

は報告会に対する意見や要望、さらに議会活動に対する批判や激励をいただきました。

　市議会では、これらの意見や要望などを真摯に受け止め、今後の議会活動や議会報告会

に活かしてまいりたいと思いますので、今後ともよろしくお願い申しあげます。

　議会報告会の録画映像を市のホームページに掲載していますので、是非ご覧ください。

　アンケートも掲載する予定です。

議　　　　　案　　　　　名 審議結果
※市長提出議案
専決処分の承認について（観音寺市税条例の一部を改正する条例） 承　　認

専決処分の承認について（観音寺市都市計画税条例の一部を改正する条例） 〃

専決処分の承認について（観音寺市国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 〃

専決処分の承認について（観音寺市消防委員会条例の一部を改正する条例） 〃

観音寺市組織条例の一部改正について 原案可決

観音寺市附属機関設置条例の一部改正について 〃

観音寺市印鑑条例の一部改正について 〃

観音寺市航路事業職員の給与及び勤務時間に関する条例の一部改正について 〃

観音寺市手数料条例の一部改正について 〃

観音寺市健康増進計画策定委員会設置条例の制定について 〃

観音寺市下水道条例の一部改正について 〃

人権擁護委員の候補者の推薦について 同　　意

平成２４年度観音寺市一般会計補正予算（第１号） 原案可決

平成２４年度観音寺市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 〃

※陳情
消費税によらない最低保障年金制度の創設にかかる意見書採択を求める陳情 継続審査


